



































































If . we free our grasp on writing from the Western preconception that writing 
should， really， be a faithful representation of speech， then there is little reason to 
blame writing for whatever discrepancies we discover in the analysis. No writing 
duplicates speech. Precisely for this reason a thorough understanding of writing 
is a necessary prerequisite to ‘doing' linguistics， to ref1ect on what we as linguists 































新の研究成果を収めた文字学便覧というべき『世界の文字体系~ (The World's Writing 
Systems， 1996)の編者の 1人 P.T. Danielsは、学問はその研究対象の同定と定義をも
って始まるとして、文字を‘asystem of more or less permanent marks used to 
renresent an utterans~ in such a way that it can be recovered more or less exactly 





































































































































































































































































































































4. IC + IV =隣接母音を指示せずに子音を指定する独立した子音記号(IC)が、隣
接子音を指示せずに母音を指定する独立し立母菅記号(IV)と共存す
る。









なる母音を表示する。例えば、ある集合はIplと後続母音を表示する:3 pa， 72 pe， 39 pi， 
11 po， 50 pu (さらに 56pa3?， 62 pte < *pje?， 29 phu). Ip/+後続母音を表す記号は互
いに類似性を示さない。それゆえにこの集合は 5個の文字からなる補充的集合である。
このように線文字B音節表を音価に従って配列し直すと、例えば危1+母音では以下の
ような単純子音、口蓋化子音、唇音化子音などの対立が浮き彫りにされる:77 ka， 44 
ke， 67 ki， 70 ko， 81 ku; 17 kja， 74 kje， 20 kjo; 16 kwa， 78 kwe， 21 kwi， 32 kwo.同一
一 11
子音ではあるが後続母音の違いによってまったく異なる文字が用意されている。線文
字 Bにおける独立した母音(IV)の下位体系も配列し直すと 8a， 38 e， 28 i， 61 0， 10 u 
となり、これに二重母音 43ai (a3)も含む(Pa1mer1980: 33)。
チェロキ一文字は文字数 85字で、その大部分がギリシア文字やラテン文字やその変
形のように見えるが、文字タイプとしては音節文字である。例えば、文字<A>は/go/，文
字<K>は/tso/と読まれる。ここでは CVD下位組織はそれぞれ音節初頭子音/g-，h-， 1-， 
m-， n-， gw-， S-， d-， L-， ~-， W-， Y・/+後続母音/-a，-e，ー1，ー0，-u/からなる 12x 5 = 60宇の補




る。例えば/る， g仇ho，1o， no; gwo， so， do， Lo， tso/のように、いくつかの音節初頭子音+
母音/る/を表す文字群。チェロキー語における IV下位組織は隣接子音に関係なく母音
/a， e， i， 0， u，o/を表す文字からなる。

















である。 V and Vは、幼児向けの本は漢字をすべて排除して音節文字だけで書かれる
が、これは CVD+ IV型の生きた自足的文字の教育的な例であるとしている。幼少期
における五十音図の活用は教育的な意図が著しい。



















///ソaleph'i牡牛J(1); Ib/ 'beth' i家J(2); /g/‘gimel' iらくだJ(3); /dJ‘daleth' i扉J
(4);品/(5); /w/ 'wau' i留め金J(6); /z/‘zayn' i武器J(7);血中/(8); /tc/ (9); /y/ 'yod' 
「腕、手J(10); /k/‘kaph' i手のひらJ(11); /1 'lamd' i突き棒J(12); /m/‘mem' i水j
(13); /n/ 'nun' i魚J(14); /s/‘samek' i魚J(15); /'‘ayn' i目J(1ω; /p/‘pe' i口J(17); 





























































ア語で母音を表すために用いられた他のフェニキア文字は(5)，(8)， (16)， (6)， (10)であ
り、 (5)には「エプシロン」と呼ばれる E、 (8)には「ェータJと呼ばれる H、半母音 (6)
-14-



























































頭の母音(a，a， i， i， u， U， e， e， ai， 0，δ， au)に対しては 12個の独立した記号が用意されて
いる。他の子音に後続する母音は義務的な補助符号で書かれる。ただし、 (a，)-a， -i， -i， 












































































































































































語の文字<a>は音素/e1/c_gke， /AE/ _grm， /e/ m盆ny，/0/ equ盆lity，/OE/ _g1， /工/盆dult，/ν 
吋1盆ge，/eil p盆tient，/E/ comp盆ny，/F/ dist_gnceを表している。また、逆に音素 /s/は
字素<s>sugar，くsh>shade， <sch> schist， <ss> issue， <si> mansion， <ssi> mission， 



















































































ka-ke-u = khalkeus r鍛冶屋」、 ko・wo= korwos r少年」、 to・pe-za= torpeza r机J(継
続音で終わる音節はその子音が無視されて CV); pe-ma = sperma r種J(子音に先行
する sを無視);ku-ru-so = khrusos r金J、ki-ti-me-na= ktimena r私有地J、de-ka-sa-to


























(alphabetic syllabary)、すなわち CVS+IVタイプ;i純粋な音節文字J(pure syllabary)、
すなわち CVD+ IVタイプと IC+ CVDタイプ(いずれの場合にも下位組織が共存し




位組織(CVD+ IV; IC + CVD， IC + IV; CVS + IV)からなっているからである。



































































































と、漢字を用いずに分かち書きをする「はなこは がっこうの うんどうじようで と
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